






要約: Noonan 症候群の自然歴および合併症の実態調査を行った。低身長は既に出生時に

認められ、多くの症倒で出生後も存続していた。約半数の症例が精神運動発達遅延を示し、

1/3 の症例が生活指導上なんらかの介助を要した。身体症状として、眼部、耳介、頚部、

胸部、男性外性器の異常、肺動脈狭窄症と肥大型心筋症が特異的であった。突然死、白血

病、慢性甲状腺炎、難聴などの合併症が認められた。合併症の早期発見、予防、冶療およ

び積極的な療育を含むトータルケアシステムの開発の必要性が示唆された。


